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申問 健康増進係

インフルエンザ予防接種
◆接種期間　10月１日㈫～12月末
◆対象者　生後６カ月以上の人

◆接種回数・自己負担額

年齢 接種回数（間隔） 自己負担額
（１回につき）

６カ月～12歳 ２回（２～４週間） 1,900円13～64歳 １回
65歳以上 １回 1,400円

◆医療機関への持参物
◦保険証や免許証など住所が確認できるもの
◦母子健康手帳（13歳未満は必ず持参）
◆注意事項　65歳未満の人が指定医療機関以外で
接種する場合は、全額自己負担となります。

申問 健康増進係

　生活の質の向上を図り、治療と社会参加の両立を
支援することを目的に、がん治療に伴うアピアラン
スケアのための、ウィッグなどの購入費用の助成を
始めます。アピアランスケアとは、がん治療に伴う
脱毛や手術痕などの外見の変化に対し、「その人ら
しくいられる」よう、外見とともに気持ちをサポー
トすることです。
◆対象者　町内に住所を有する人で、がんと診断さ
れ、その治療に起因する脱毛や乳房の切除などに
伴い、対象用具を購入した人

◆対象用具
①ウィッグなど（ウィッグ、装着用ネット、毛付
き帽子など）
②胸部補正具（補整用シリコンパッド、人工乳房
など）
※４月１日以降に購入したものが対象です。
◆助成金額
　購入経費の２分の１の額（上限２万円）
　※助成は１人当たり①②各１回です。
◆申込方法　窓口で申し込む

インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症予防接種費用を助成
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がん治療に伴う用具購入費用を補助

新型コロナウイルス感染症予防接種
◆接種期間　10月１日㈫～令和７年３月末
◆対象者　65歳以上の人
◆接種回数　１回
◆自己負担額　2,100円
◆医療機関への持参物
　保険証や免許証など住所が確認できるもの
◆注意事項
　新型コロナワクチンと他のワクチンの同
時接種は、特に医師が必要と認めた場合に
可能です。他のワクチンとの接種間隔に制
限はありません。

共通の注意事項
◦60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓また
は呼吸器の機能により日常生活活動が極度
に制限される程度の障がいを有する人およ
びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能

に日常生活のほとんどが不可能な程度の障
がいを有する人も、助成対象です。
◦生活保護受給者、中国残留邦人等に対する
支援給付受給者は、受給を証明する書類を
医療機関へ提出すると、自己負担額が免除
されます。
◦医療機関の都合により、接種開始日や接種
日時、対象者が限定される場合があります。
詳しくは医療機関にお問い合わせください。
◦掲載している医療機関以外にも、合志市、
大津町、菊池市に指定医療機関があります。
◦65歳以上の対象者が指定医療機関以外で
接種する場合は、事前に申請手続きが必要
です。

◆インフルエンザ予防接種指定医療機関（医療機関への電話予約が必要です）
医療機関 電話番号 医療機関 電話番号

町
内

河野内科クリニック ☎（233）1717
大
津
町

なみかわ小児科 ☎（293）1163
よしもと小児科 ☎（233）2520 宮本内科医院 ☎（293）1700
矢野医院 ☎（232）5266 ふくだ医院 ☎（293）2771

さかぐち消化器・内科クリニック ☎（292）3800 　 しばた内科クリニック ☎（293）2050
熊本セントラル病院 ☎（285）5650

合
志
市

ちとせ循環器内科 ☎（273）7227
菊陽あきたクリニック ☎（232）8333 みやの小児科 ☎（248）5800
ハル内科皮フ科クリニック ☎（232）8383 Lee こどもクリニック ☎（215）5980
菊陽中部クリニック ☎（232）1566 いけざわこどもクリニック ☎（242）6633
本多内科胃腸科医院 ☎（232）2021 まつもとこどもクリニック ☎（338）8960
つくれクリニック ☎（285）3335

熊
本
市

西村クリニック ☎（337）6600
菊陽台病院 ☎（232）1191 上原胃腸科外科小児科クリニック ☎（337）3884

竹長小児科内科医院 ☎（232）1110 みねとまクリニック ☎（337）3370
熊本リハビリテーション病院 ☎（232）3111 清藤クリニック ☎（223）5373

東熊本第二病院 ☎（232）3939 えがみ小児科 ☎（339）0331
いけだ泌尿器科・内科 ☎（233）1000 武蔵ヶ丘病院 ☎（339）1161
たぶち内科循環器科 ☎（233）3588 なかむらファミリークリニック ☎（339）1711

うえの整形外科クリニック ☎（288）6177 大林新地クリニック ☎（386）3337
菊陽レディースクリニック ☎（213）5656 山城外科胃腸科 ☎（338）2676
くろかわクリニック ☎（288）6185 くすのきクリニック ☎（339）0187

※色がついている医療機関は、新型コロナウイルス感染症の予防接種も可能です。
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予防接種は、発症の可能性を減らし、発症した場合
の重症化を防ぎます。ワクチンが十分な効果を維持
するのは、接種の２週間後から約５カ月間とされて
います。特にインフルエンザは、１月上旬から３月
上旬に流行しますので、流行前の12月中旬までに
接種しましょう。

厚生労働省
ホームページ

詳しくはこちら

新型コロナウイルスインフルエンザ

詳しくはこちら


